
二

着
陸
地
ま
で
の
航
路
上
の
地
点
を
経
由
し
て
当
該
地
点
に

お
い
て
発
動
機
が
不
作
動
の
場
合
又
は
飛
行
機
の
与
圧
を
維

持
す
る
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
に
着
陸
に
適
し
た
空
港
等

ま
で
の
飛
行
を
終
わ
る
ま
で
に
要
す
る
燃
料
の
量
の
う
ち
最

も
多
い
量
に
、
当
該
空
港
等
の
上
空
四
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の

高
度
で
十
五
分
間
待
機
す
る
こ
と
が
で
き
る
燃
料
の
量
を
加

え
た
量

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

（
略
）

（
略
）

三
〜
五

（
略
）

（
略
）

（
略
）

行
に
お
け
る
巡
航
高
度
を
飛
行
す
る
時
間
の
十
五
パ
ー
セ
ン

ト
に
相
当
す
る
時
間
を
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
燃
料
の
量

又
は
巡
航
高
度
で
二
時
間
飛
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
燃
料
の

量
の
う
ち
い
ず
れ
か
少
な
い
燃
料
の
量
並
び
に
不
測
の
事
態

を
考
慮
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る
燃
料
の
量
を

加
え
た
量
）

（
指
定
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
の
指
定
の
申
請
）

（
指
定
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
の
指
定
の
申
請
）

第
百
六
十
四
条
の
四

（
略
）

第
百
六
十
四
条
の
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
訓
練
及
び
審
査
規
程
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
訓
練
及
び
審
査
規
程
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
記
録
に
関
す
る
事
項

三

前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
記
録
の
作
成
及
び
保
存
の
方
法

（
指
定
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
の
指
定
基
準
）

（
指
定
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
の
指
定
基
準
）

第
百
六
十
四
条
の
五

法
第
七
十
二
条
第
五
項
の
指
定
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
の
指
定
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
。

第
百
六
十
四
条
の
五

法
第
七
十
二
条
第
五
項
の
指
定
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
の
指
定
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に

適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
行
う
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

機
長
候
補
者
及
び
査
察
操
縦
士
候
補
者
の
訓
練
の
課
目
、
時
間
そ
の
他
の
訓
練
方
法
が
適
切
な
も
の
で
あ

る
こ
と
。

三

機
長
候
補
者
及
び
査
察
操
縦
士
候
補
者
の
訓
練
の
課
目
、
時
間
そ
の
他
訓
練
方
法
が
適
切
な
も
の
で
あ
る

こ
と
。

四
・
五

（
略
）

四
・
五

（
略
）

六

法
第
七
十
二
条
第
五
項
の
認
定
及
び
同
条
第
六
項
の
審
査
の
内
容
及
び
評
価
基
準
が
国
土
交
通
大
臣
が
行

う
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
認
定
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
審
査
の
内
容
及
び
評
価
基
準
と
同
一

の
も
の
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
機
長
又
は
査
察
操
縦
士
と
し
て
必
要
な
知
識
及
び
能
力
を
有
す
る
か
ど
う
か

を
適
切
に
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

六

法
第
七
十
二
条
第
五
項
の
認
定
及
び
同
条
第
六
項
の
審
査
の
内
容
及
び
評
価
基
準
が
国
土
交
通
大
臣
が
行

う
法
第
七
十
二
条
第
一
項
の
認
定
並
び
に
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
審
査
の
内
容
及
び
評
価
基
準
に
準
じ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

七

前
条
第
三
項
第
三
号
の
事
項
が
適
切
に
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

七

関
係
記
録
の
作
成
及
び
保
存
の
方
法
が
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
百
六
十
四
条
の
六

（
略
）

第
百
六
十
四
条
の
六

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

指
定
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
が
法
第
七
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う

審
査
は
、
十
八
月
に
一
回
以
上
の
適
切
な
頻
度
で
行
う
も
の
と
す
る
。

３

第
百
六
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
、
指
定
本
邦
航
空
運
送
事
業
者
が
法
第
七
十
二
条
第
六
項
の
規
定
に

よ
り
同
条
第
二
項
の
規
定
に
準
じ
て
行
う
審
査
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
百
六
十
四
条
の
十
一

国
土
交
通
大
臣
は
、
査
察
操
縦
士
が
第
百
六
十
四
条
の
九
に
規
定
す
る
要
件
を
備
え
て

い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
十
八
月
に
一
回
以
上
の
適
切
な
頻
度
で
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

第
百
六
十
四
条
の
十
一

国
土
交
通
大
臣
は
、
査
察
操
縦
士
が
第
百
六
十
四
条
の
九
に
規
定
す
る
要
件
を
備
え
て

い
る
か
ど
う
か
を
毎
年
一
回
審
査
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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